
■場所 国立国際医療研究センター
国際医療協力研修センター3階
国際医療協力局 会議室

※入館の際に警備員に「国際保健基礎講座に参加」
とお伝えください。

■募集人数 30名程度

■参加費 1,000円（学生500円）
※学生の方は学生証をご提示ください。

■修了証書 8回以上（前年分も含む）参加された方
には、修了証書を授与します。

【事務局】
国立国際医療研究センター
国際医療協力局 人材開発部 研修課
〒162‐8655 東京都新宿区戸山1‐21‐1
TEL         03‐3202‐7181（内線2738）
MAIL      kensyuka@it.ncgm.go.jp

＊講座は全10回、講義、グループワーク、ディスカッ
ションを取り入れた参加型です。

＊開催は基本的に第4土曜日13時〜16時（3時間）を
予定しています。

＊やむを得ない事情により、講座内容・日程が変更に
なる可能性があります。

事前参加登録が必要です。

国際医療協力局ホームページ「イベント情報」より

ご登録ください。

http://kyokuhp.ncgm.go.jp/
※定員に達した際は早めに締め切らせていただく場合があり
ます。
申込の際には必ず連絡のとれる電話番号又はメールアドレス
の記載をお願いいたします。

参加申込

国際保健基礎講座

国際保健の基礎のキソ！ 5月25日(土) 13:00～16:00
世界の社会・経済・環境はこれまでどのように変わってきたのでしょう？変化と現状を学びながら、
グローバルヘルスとの関わりを見渡してみましょう！

7月27日(土) 13:00～16:00

第4回

6月22日(土) 13:00～16:00

10月26日(土) 13:00～16:00

前期5月～10月

「国際保健」「国際協力」って何だろう？

1回だけの

参加もOK!

参加費

1000円
(学生500円)

国際保健の潮流とこれから

第1回

第2回

第5回

第3回

8月24日(土) 13:00～16:00国際保健を支える保健人材

医療の質とは何か、日本と途上国における違いは何か、ベトナムの事例から専門家と一緒に考えてみ
ましょう！

途上国における医療の質改善

途上国の健康問題について、世界は何を優先課題と捉え、どのように取り組んできたのでしょうか。
これまでの学びを生かしつつ、SDGs時代のグローバルヘルスはどこに向かっていくのでしょうか。
WHO勤務の経験を踏まえて話題提供します。

UHC

医師や看護師が病院にいるのは当たり前？世界の保健人材って何だろう？
日本と開発途上国の現状から、世界の健康と未来を支える保健人材について考えます！

ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）。何となくわかるけど、よくは分からない。国際的な動

きから、現場での取り組みまでグローバルヘルスの専門家が解説します。




